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(57)【要約】
【課題】デジタル駆動の液晶素子を使用した表示装置に
おいて、ディスクリネーションの強度をより精度よく見
積もる技術を提供する。
【解決手段】隣接する画素の階調値に対応するＰＷＭパ
ターン情報と液晶素子の配向方向情報をもとに、画素の
ＰＷＭパターンからディスクリネーションに影響する位
相差時間を特定することにより、位相差時間に応じてデ
ィスクリネーションの強度をより精度よく見積もること
ができる。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フレームごとに各画素をパルス幅変調（ＰＷＭ）して画像を液晶素子により表示する画
像表示装置であって、
　着目画素の階調値に応じたＰＷＭパターンと、ディスクリネーションに影響する隣接画
素の階調値に応じたＰＷＭパターンとに基づいて特定される位相差時間に応じた前記着目
画素の補正値を決定する決定手段と、
　前記着目画素の補正値により前記着目画素を補正する補正手段と、
　前記補正手段により補正された着目画素をＰＷＭパターンに変換するＰＷＭ変換手段と
を有することを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　前記位相差時間は、前記着目画素および前記隣接画素それぞれのＰＷＭパターンについ
て、ディスクリネーションを引き起こす位相差が生じる、１フレーム内での合計時間であ
ることを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記位相差時間は、前記着目画素および前記隣接画素それぞれのＰＷＭパターンについ
て、ディスクリネーションを引き起こす位相差が連続する連続時間と回数とを含むことを
特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項４】
　前記位相差時間は、前記着目画素および前記隣接画素それぞれのＰＷＭパターンの位相
差発生時と、位相差消失時に前記液晶素子の応答特性を考慮して特定されることを特徴と
する請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項５】
　前記決定手段は、
　前記着目画素の階調値に応じたＰＷＭパターンと、前記隣接画素の階調値に応じたＰＷ
Ｍパターンとを特定する手段と、
　前記着目画素と隣接画素それぞれのＰＷＭパターンに基づいて前記位相差時間を特定す
る手段と、
　前記位相差時間に応じて前記着目画素の補正値を決定する手段とを含むことを特徴とす
る請求項１乃至４のいずれか一項に記載の画像表示装置。
【請求項６】
　前記決定手段は、前記着目画素および前記隣接画素それぞれの階調値に応じて、前記着
目画素の階調値に応じたＰＷＭパターンおよび前記隣接画素の階調値に応じたＰＷＭパタ
ーンから特定される位相差時間を特定する手段と、
　前記位相差時間に応じて前記着目画素の補正値を決定する手段とを含むことを特徴とす
る請求項１乃至４のいずれか一項に記載の画像表示装置。
【請求項７】
　前記決定手段は、前記着目画素の輝度が上がるように前記補正値を決定することを特徴
とする請求項１乃至６のいずれか一項に記載の画像表示装置。
【請求項８】
　前記決定手段は、前記位相差時間が短縮されるように前記補正値を決定することを特徴
とする請求項１乃至６のいずれか一項に記載の画像表示装置。
【請求項９】
　前記決定手段は、前記位相差時間のうち、位相差が連続する時間が短縮されるように前
記補正値を決定することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか一項に記載の画像表示装
置。
【請求項１０】
　前記隣接画素は、前記液晶素子における前記着目画素の隣接画素であることを特徴とす
る請求項１乃至９のいずれか一項に記載の画像表示装置。
【請求項１１】



(3) JP 2017-90745 A 2017.5.25

10

20

30

40

50

　前記液晶素子は色成分ごとに独立した液晶素子で構成され、前記隣接画素は、各色の液
晶素子について、着目画素に隣接した画素であることを特徴とする請求項１０に記載の画
像表示装置。
【請求項１２】
　前記液晶素子は各色成分を周期的に配置して構成され、前記隣接画素は、前記液晶素子
において、着目画素に隣接する色成分の隣接画素であることを特徴とする請求項１０に記
載の画像表示装置。
【請求項１３】
　フレームごとに各画素をパルス幅変調（ＰＷＭ）して画像を液晶素子により表示する画
像表示装置の制御方法であって、
　着目画素の階調値に応じたＰＷＭパターンと、ディスクリネーションに影響する隣接画
素の階調値に応じたＰＷＭパターンとに基づいて特定される位相差時間に応じた前記着目
画素の補正値を決定する決定工程と、
　前記着目画素の補正値により前記着目画素を補正する補正工程と、
　前記補正工程により補正された着目画素をＰＷＭパターンに変換するＰＷＭ変換工程と
を有することを特徴とする画像表示装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は画像表示装置およびその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　表示素子に液晶を用いた表示装置が数多く存在する。液晶特有の画質妨害の要因として
ディスクリネーションと呼ばれる現象がある。ディスクリネーションとは、隣接する画素
の印加電圧に大きな差がある場合に発生する横電界に起因する液晶の配向異常のことであ
る。ディスクリネーションが発生した部分は暗線のように見え、ディスクリネーションが
発生した画素としては輝度が低下するため、映像表示品質が悪化する。
【０００３】
　一方、液晶素子の駆動方法としてパルス幅変調（ＰＷＭ：ｐｕｌｓｅ　ｗｉｄｔｈ　ｍ
ｏｄｕｌａｔｉｏｎ）を用いるものがある。このＰＷＭを用いて液晶素子を駆動する方法
をデジタル駆動ともいう。デジタル駆動の場合、画素に印加する電圧をＯＮとＯＦＦで切
り替えて、１フレーム時間に対するＯＮ時間の比によって階調を表現している。図５の（
ａ）では、０から５階調の３階調（最大輝度の６０％）を表現する例を示している。ＯＮ
時間の合計が１フレーム時間に対して３／５の時間になっているため３階調（最大輝度の
６０％）を表現できる。このように階調に応じたＯＮとＯＦＦの切り替えパターンのこと
をＰＷＭパターンと呼ぶ。
【０００４】
　デジタル駆動を用いた液晶素子では、ＯＮとＯＦＦの電圧で駆動しているため、ディス
クリネーションの原因となる印加電圧の大きな差が発生しやすい。したがって、表示画像
中のあらゆる箇所でディスクリネーションが発生しうるため、対策が必要になっている。
このようなデジタル駆動方式の液晶表示装置のディスクリネーションに対して特許文献１
が開示されている。特許文献１記載の先行技術では、階調データから隣接する２画素に位
相差がある場合に、階調の高い方の画素に階調値を加算することにより、ディスクリネー
ションによる輝度低下を低減あるいは視認されづらくすることが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１３－５０６７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００６】
　デジタル駆動の液晶素子において、隣接画素でＯＮとＯＦＦの状態が異なっている状態
のことを位相差と呼び、位相差が発生している時間を位相差時間と呼ぶ。図６（ａ）のよ
うに画素Ａと画素Ｂが上下に隣接している場合、位相差時間は１フレーム時間に対し、３
／５となる。一方、図６（ｂ）の場合位相差時間は１フレーム時間に対し、１／５となる
。ディスクリネーションの強度は、この位相差時間によって異なる。図６（ｂ）より図６
（ａ）の方が位相差時間が長いため、ディスクリネーションの強度は強くなる。図６（ａ
）（ｂ）ではディスクリネーション強度を黒い線の幅で模式的に表現している。ディスク
リネーションを適切に補正するには、ディスクリネーションの強度に応じた適切な補正処
理を実施する必要がある。特許文献１には、補正の実施方法は開示されているが、ディス
クリネーションの強度を見積もることは開示されていない。
【０００７】
　本発明は上記従来例に鑑みて成されたもので、デジタル駆動の液晶素子におけるディス
クリネーションの強度をより精度よく見積もる画像表示装置およびその制御方法を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために本発明は以下の構成を有する。すなわち、
　フレームごとに各画素をパルス幅変調（ＰＷＭ）して画像を液晶素子により表示する画
像表示装置であって、
　着目画素の階調値に応じたＰＷＭパターンと、ディスクリネーションに影響する隣接画
素の階調値に応じたＰＷＭパターンとに基づいて特定される位相差時間に応じた前記着目
画素の補正値を決定する決定手段と、
　前記着目画素の補正値により前記着目画素を補正する補正手段と、
　前記補正手段により補正された着目画素をＰＷＭパターンに変換するＰＷＭ変換手段と
を有する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、ディスクリネーション強度をより精度よく見積もることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】プロジェクタの基本ブロック図
【図２】プロジェクタの基本フロー図
【図３】特徴となる部分のブロック図
【図４】特徴となる動作のフロー図
【図５】ＰＷＭパターンの説明図
【図６】位相差時間とディスクリネーション強度の関係を示す図
【図７】ディスクリネーション発生パターンの例の図
【図８】位相差時間算出方法の図
【図９】位相差３／５のときの応答特性例１を示す図
【図１０】位相差３／５のときの応答特性例２を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して本発明の実施例を詳細に説明するが、この発明は以下の実施の形
態に限定されるものではない。本実施例に係る発明は、デジタル液晶表示装置であれば全
て適用可能だが、本実施例では、３板式プロジェクタを例にとって説明する。
【００１２】
　＜全体構成＞
　まず、図１を用いて、本実施例の液晶プロジェクタの全体構成を説明する。図１は、本
実施例の液晶プロジェクタ１００の全体の構成を示す図である。本実施例の液晶プロジェ
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クタ１００は、ＣＰＵ１１０、ＲＯＭ１１１、ＲＡＭ１１２、操作部１１３、画像入力部
１３０、画像処理部１４０を有する。また、液晶プロジェクタ１００は、さらに、液晶制
御部１５０、液晶素子１５１Ｒ、１５１Ｇ、１５１Ｂ、光源制御部１６０、光源１６１、
色分離部１６２、色合成部１６３、光学系制御部１７０、投影光学系１７１を有する。ま
た、液晶プロジェクタ１００は、さらに、記録再生部１９１、記録媒体１９２、通信部１
９３、撮像部１９４、表示制御部１９５、表示部１９６を有しているが、これらは有して
いなくてもよい。液晶素子１５１Ｒ、１５１Ｇ、１５１Ｂをまとめて液晶素子あるいは液
晶表示素子、あるいは液晶パネルなどとも呼ぶ。
【００１３】
　ＣＰＵ１１０は、液晶プロジェクタ１００の各動作ブロックを制御するものあり、ＲＯ
Ｍ１１１は、ＣＵＰ１１０の処理手順を記述した制御プログラムを記憶するためのもので
あり、ＲＡＭ１１２は、ワークメモリとして一時的に制御プログラムやデータを格納する
ものである。また、ＣＰＵ１１０は、記録再生部１９１により記録媒体１９２から再生さ
れた静止画データや動画データを一時的に記憶し、ＲＯＭ１１１に記憶されたプログラム
を用いて、それぞれの画像や映像を再生したりすることもできる。また、ＣＰＵ１１０は
、通信部１９３より受信した、あるいは画像入力部１３０より入力された静止画データや
動画データを一時的に記憶し、ＲＯＭ１１１に記憶されたプログラムを用いて、それぞれ
の画像や映像を再生したりすることもできる。また、撮像部１９４により得られた画像や
映像を一時的にＲＡＭ１１２に記憶し、ＲＯＭ１１１に記憶されたプログラムを用いて、
静止画データや動画データに変換して記録媒体１９２に記録させることもできる。
【００１４】
　また、操作部１１３は、ユーザの指示を受け付け、ＣＰＵ１１０に指示信号を送信する
ものであり、例えば、スイッチやダイヤル、表示部１９６上に設けられたタッチパネルな
どからなる。また、操作部１１３は、例えば、リモコンからの信号を受信する信号受信部
（赤外線受信部など）で、受信した信号に基づいて所定の指示信号をＣＰＵ１１０に送信
するものであってもよい。また、ＣＰＵ１１０は、操作部１１３や、通信部１９３から入
力された制御信号を受信して、液晶プロジェクタ１００の各動作ブロックを制御する。
【００１５】
　画像入力部１３０は、外部装置から映像信号を受信するものであり、例えば、コンポジ
ット端子、Ｓ映像端子、Ｄ端子、コンポーネント端子、アナログＲＧＢ端子、ＤＶＩ－Ｉ
端子、ＤＶＩ－Ｄ端子、ＨＤＭＩ（登録商標）端子等を含む。また、アナログ映像信号を
受信した場合には、受信したアナログ映像信号をデジタル映像信号に変換する。そして、
受信した映像信号を、画像処理部１４０に送信する。ここで、外部装置は、映像信号を出
力できるものであれば、パーソナルコンピュータ、カメラ、携帯電話、スマートフＯＮ、
ハードディスクレコーダ、ゲーム機など、どのようなものであってもよい。
【００１６】
　画像処理部１４０は、画像入力部１３０から受信した映像信号にフレーム数、画素数、
画像形状などの変更処理を施して、液晶制御部１５０に送信するものであり、例えば画像
処理用のマイクロプロセッサからなる。また、画像処理部１４０は、専用のマイクロプロ
セッサである必要はなく、例えば、ＲＯＭ１１１に記憶されたプログラムによって、ＣＰ
Ｕ１１０が画像処理部１４０と同様の処理を実行しても良い。画像処理部１４０は、フレ
ーム間引き処理、フレーム補間処理、解像度変換処理、歪み補正処理（キーストン補正処
理）といった機能を実行することが可能である。また、画像処理部１４０は、映像入力部
１３０から受信した映像信号以外にも、ＣＰＵ１１０によって再生された画像や映像に対
して前述の変更処理を施すこともできる。
【００１７】
　液晶制御部１５０は、画像処理部１４０で処理の施された映像信号に基づいて、液晶素
子１５１Ｒ、１５１Ｇ、１５１Ｂの画素の液晶に印可する電圧を制御して、液晶素子１５
１Ｒ、１５１Ｇ、１５１Ｂの透過率を調整するものであり、制御用のマイクロプロセッサ
からなる。また、液晶制御部１５０は、専用のマイクロプロセッサである必要はなく、例
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えば、ＲＯＭ１１１に記憶されたプログラムによって、ＣＰＵ１１０が液晶制御部１５０
と同様の処理を実行しても良い。たとえば、画像処理部１４０に映像信号が入力されてい
る場合、液晶制御部１５０は、画像処理部１４０から１フレームの画像を受信する度に、
画像に対応する透過率となるように、液晶素子１５１Ｒ、１５１Ｇ、１５１Ｂを制御する
。液晶素子１５１Ｒは、赤色に対応する液晶素子であって、光源１６１から出力された光
のうち、色分離部１６２で赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）に分離された光のうち、
赤色の光の透過率を調整するためのものである。液晶素子１５１Ｇは、緑色に対応する液
晶素子であって、光源１６１から出力された光のうち、色分離部１６２で赤色（Ｒ）、緑
色（Ｇ）、青色（Ｂ）に分離された光のうち、緑色の光の透過率を調整するためのもので
ある。液晶素子１５１Ｂは、青色に対応する液晶素子であって、光源１６１から出力され
た光のうち、色分離部１６２で赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）に分離された光のう
ち、青色の光の透過率を調整するためのものである。
【００１８】
　この液晶制御部１５０による液晶素子１５１Ｒ、１５１Ｇ、１５１Ｂの具体的な制御動
作や構成については、後述する。液晶素子１５１Ｒ、１５１Ｇ、１５１Ｂはデジタル駆動
で制御される液晶素子である。
【００１９】
　光源制御部１６０は、光源１６１のＯＮ／ＯＦＦを制御や光量の制御をするものであり
、制御用のマイクロプロセッサからなる。また、光源制御部１６０は、専用のマイクロプ
ロセッサである必要はなく、例えば、ＲＯＭ１１１に記憶されたプログラムによって、Ｃ
ＰＵ１１０が光源制御部１６０と同様の処理を実行しても良い。また、光源１６１は、不
図示のスクリーンに画像を投影するための光を出力するものであり、例えば、ハロゲンラ
ンプ、キセノンランプ、高圧水銀ランプなどであっても良い。また、色分離部１６２は、
光源１６１から出力された光を、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）に分離するもので
あり、例えば、ダイクロイックミラーやプリズムなどからなる。なお、光源１６１として
、各色に対応するＬＥＤ等を使用する場合には、色分離部１６２は不要である。また、色
合成部１６３は、液晶素子１５１Ｒ、１５１Ｇ、１５１Ｂを透過した赤色（Ｒ）、緑色（
Ｇ）、青色（Ｂ）の光を合成するものであり、例えば、ダイクロイックミラーやプリズム
などからなる。そして、色合成部１６３により赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）の成
分を合成した光は、投影光学系１７１に送られる。このとき、液晶素子１５１Ｒ、１５１
Ｇ、１５１Ｂは、画像処理部１４０から入力された画像に対応する光の透過率となるよう
に、液晶制御部１５０により制御されている。そのため、色合成部１６３により合成され
た光は、投影光学系１７１によりスクリーンに投影されると、画像処理部１４０により入
力された画像に対応する画像がスクリーン上に表示されることになる。
【００２０】
　光学系制御部１７０は、投影光学系１７１を制御するものであり、制御用のマイクロプ
ロセッサからなる。また、光学系制御部１７０は、専用のマイクロプロセッサである必要
はなく、例えば、ＲＯＭ１１１に記憶されたプログラムによって、ＣＰＵ１１０が光学系
制御部１７０と同様の処理を実行しても良い。また、投影光学系１７１は、色合成部１６
３から出力された合成光をスクリーンに投影するためのものであり、複数のレンズ、レン
ズ駆動用のアクチュエータからなり、レンズをアクチュエータにより駆動することで、投
影画像の拡大、縮小、焦点調整などを行うことができる。
【００２１】
　記録再生部１９１は、記録媒体１９２から静止画データや動画データを再生したり、ま
た、撮像部１９４により得られた画像や映像の静止画データや動画データをＣＰＵ１１０
から受信して記録媒体１９２に記録したりするものである。また、通信部１９３より受信
した静止画データや動画データを記録媒体１９２に記録しても良い。記録再生部１９１は
、例えば、記録媒体１９２と電気的に接続するインタフェースや記録媒体１９２と通信す
るためのマイクロプロセッサからなる。また、記録再生部１９１には、専用のマイクロプ
ロセッサを含む必要はなく、例えば、ＲＯＭ１１１に記憶されたプログラムによって、Ｃ
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ＰＵ１１０が記録再生部１９１と同様の処理を実行しても良い。また、記録媒体１９２は
、静止画データや動画データ、その他、本実施例の液晶プロジェクタに必要な制御データ
などを記録することができるものであり、磁気ディスク、光学式ディスク、半導体メモリ
などのあらゆる方式の記録媒体であってよく、着脱可能な記録媒体であっても、内蔵型の
記録媒体であってもよい。
【００２２】
　通信部１９３は、外部機器からの制御信号や静止画データ、動画データなどを受信する
ためのものであり、例えば、無線ＬＡＮ、有線ＬＡＮ、ＵＳＢ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登
録商標）などであってよく、通信方式を特に限定するものではない。また、画像入力部１
３０の端子が、例えばＨＤＭＩ（登録商標）端子であれば、その端子を介してＣＥＣ通信
を行うものであっても良い。ここで、外部装置は、液晶プロジェクタ１００と通信を行う
ことができるものであれば、パーソナルコンピュータ、カメラ、携帯電話、スマートフＯ
Ｎ、ハードディスクレコーダ、ゲーム機、リモコンなど、どのようなものであってもよい
。
【００２３】
　撮像部１９４は、本実施例の液晶プロジェクタ１００の周辺を撮像して画像信号を取得
するものであり、投影光学系１７１を介して投影された画像を撮影（スクリーン方向を撮
影）することができる。撮像部１９４は、得られた画像や映像をＣＰＵ１１０に送信し、
ＣＰＵ１１０は、その画像や映像を一時的にＲＡＭ１１２に記憶し、ＲＯＭ１１１に記憶
されたプログラムに基づいて、静止画データや動画データに変換する。撮像部１９４は、
被写体の光学像を取得するレンズ、レンズを駆動するアクチュエータ、アクチュエータを
制御するマイクロプロセッサ、レンズを介して取得した光学像を画像信号に変換する撮像
素子、撮像素子により得られた画像信号をデジタル信号に変換するＡＤ変換部などからな
る。また、撮像部１９４は、スクリーン方向を撮影するものに限られず、例えば、スクリ
ーンと逆方向の視聴者側を撮影しても良い。
【００２４】
　表示制御部１９５は、液晶プロジェクタ１００に備えられた表示部１９６に液晶プロジ
ェクタ１００を操作するための操作画面やスイッチアイコン等の画像を表示させるための
制御をするものであり、表示制御を行うマイクロプロセッサなどからなる。また、表示制
御部１９５専用のマイクロプロセッサである必要はなく、例えば、ＲＯＭ１１１に記憶さ
れたプログラムによって、ＣＰＵ１１０が表示制御部１９５と同様の処理を実行しても良
い。また、表示部１９６は、液晶プロジェクタ１００を操作するための操作画面やスイッ
チアイコンを表示するものである。表示部１９６は、画像を表示できればどのようなもの
であっても良い。例えば、液晶ディスプレイ、ＣＲＴディスプレイ、有機ＥＬディスプレ
イ、ＬＥＤディスプレイであって良い。また、特定のボタンをユーザに認識可能に掲示す
るために、各ボタンに対応するＬＥＤ等を発光させるものであってもよい。
【００２５】
　なお、本実施例の画像処理部１４０、液晶制御部１５０、光源制御部１６０、光学系制
御部１７０、記録再生部１９１、表示制御部１９５は、これらの各ブロックと同様の処理
を行うことのできる単数または複数のマイクロプロセッサあっても良い。または、例えば
、ＲＯＭ１１１に記憶されたプログラムによって、ＣＰＵ１１０が各ブロックと同様の処
理を実行しても良い。
【００２６】
　＜基本動作＞
　次に、図１、図２を用いて、本実施例の液晶プロジェクタ１００の基本動作を説明する
。図２は、本実施例の液晶プロジェクタ１００の基本動作の制御を説明するためのフロー
図である。図２の動作は、基本的にＣＰＵ１１０が、ＲＯＭ１１１に記憶されたプログラ
ムに基づいて、各機能ブロックを制御することにより実行されるものである。図２のフロ
ー図は、操作部１１３や不図示のリモコンによりユーザが液晶プロジェクタ１００の電源
のＯＮを指示した時点をスタートとしている。
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【００２７】
　操作部１１３や不図示のリモコンによりユーザが液晶プロジェクタ１００の電源のＯＮ
を指示すると、ＣＰＵ１１０は、不図示の電源部からプロジェクタ１００の各部に電源を
供給させる。
【００２８】
　次に、ＣＰＵ１１０は、ユーザによる操作部１１３やリモコンの操作により選択された
表示モードを判定する（Ｓ２１０）。本実施例のプロジェクタ１００の表示モードの一つ
は、画像入力部１３０より入力された映像を表示する「入力画像表示モード」である。ま
た、本実施例のプロジェクタ１００の表示モードの一つは、記録再生部１９１により記録
媒体１９２から読み出された静止画データや動画データの画像や映像を表示する「ファイ
ル再生表示モード」である。また、本実施例のプロジェクタ１００の表示モードの一つは
、通信部１９３から受信した静止画データや動画データの画像や映像を表示する「ファイ
ル受信表示モード」である。なお、本実施例では、ユーザにより表示モードが選択される
場合について説明するが、電源を投入した時点での表示モードは、前回終了時の表示モー
ドになっていてもよく、また、前述のいずれかの表示モードをデフォルトの表示モードと
してもよい。その場合には、Ｓ２１０の処理は省略可能である。ここでは、Ｓ２１０で、
「入力画像表示モード」が選択されたものとして説明する。
【００２９】
　「入力画像表示モード」が選択されると、ＣＰＵ１１０は、画像入力部１３０から映像
が入力されているか否かを判定する（Ｓ２２０）。入力されていない場合（Ｓ２２０でＮ
ｏ）には、入力が検出されるまで待機し、入力されている場合（Ｓ２２０でＹｅｓ）には
、制御部は、投影処理（Ｓ２３０）を実行する。
【００３０】
　ＣＰＵ１１０は、投影処理として、画像入力部１３０より入力された映像を画像処理部
１４０に送信し、画像処理部１４０に、映像の画素数、フレームレート、形状の変形を実
行させ、処理の施された１画面分の画像を液晶制御部１５０に送信する。そして、ＣＰＵ
１１０は、液晶制御部１５０に、受信した１画面分の画像の赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青
色（Ｂ）の各色成分の階調レベルに応じた透過率となるように、液晶素子１５１Ｒ、１５
１Ｇ、１５１Ｂの透過率を制御させる。そして、ＣＰＵ１１０は、光源制御部１６０に光
源１６１からの光の出力を制御させる。色分離部１６２は、光源１６１から出力された光
を、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）に分離し、それぞれの光を、液晶素子１５１Ｒ
、１５１Ｇ、１５１Ｂに供給する。液晶素子１５１Ｒ、１５１Ｇ、１５１Ｂに供給された
、各色の光は、各液晶素子の画素毎に透過する光量が制限される。そして、液晶素子１５
１Ｒ、１５１Ｇ、１５１Ｂを透過した赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）それぞれの光
は、色合成部１６３に供給され再び合成される。そして、色合成部１６３で合成された光
は、投影光学系１７１を介して、不図示のスクリーンに投影される。この投影処理は、画
像を投影している間、１フレームの画像毎に順次、実行されている。
【００３１】
　なお、このとき、ユーザにより投影光学系１７１の操作をする指示が指示部１１１から
入力されると、ＣＰＵ１１０は、光学系制御部１７０に、投影画像の焦点を変更したり、
光学系の拡大率を変更したりするように投影光学系１７１のアクチュエータを制御させる
。
【００３２】
　この表示処理実行中に、ＣＰＵ１１０は、ユーザにより表示モードを切り替える指示が
指示部１１１から入力されたか否かを判定する（Ｓ２４０）。ここで、ユーザにより表示
モードを切り替える指示が指示部１１１から入力されると（Ｓ２４０でＹｅｓ）、ＣＰＵ
１１０は、再びＳ２１０に戻り、表示モードの判定を行う。このとき、ＣＰＵ１１０は、
画像処理部１４０に、表示モードを選択させるためのメニュー画面をＯＳＤ画像として送
信し、投影中の画像に対して、このＯＳＤ画面を重畳させるように画像処理部１４０を制
御する。ユーザは、この投影されたＯＳＤ画面を見ながら、表示モードを選択するのであ
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る。
【００３３】
　一方、表示処理実行中に、ユーザにより表示モードを切り替える指示が指示部１１１か
ら入力されない場合は（Ｓ２４０でＮｏ）、ＣＰＵ１１０は、ユーザにより投影終了の指
示が指示部１１１から入力されたか否かを判定する（Ｓ２５０）。ここで、ユーザにより
投影終了の指示が指示部１１１から入力された場合には（Ｓ２５０でＹｅｓ）、ＣＰＵ１
１０は、プロジェクタ１００の各ブロックに対する電源供給を停止させ、画像投影を終了
させる。一方、ユーザにより投影終了の指示が指示部１１１から入力されない場合には（
Ｓ２５０でＮｏ）、ＣＰＵ１１０は、Ｓ２２０へ戻り、以降、ユーザにより投影終了の指
示が指示部１１１から入力されるまでの間Ｓ２２０からＳ２５０までの処理を繰り返す。
【００３４】
　以上のように、本実施例の液晶プロジェクタ１００は、スクリーンに対して画像を投影
する。
【００３５】
　なお、「ファイル再生表示モード」では、ＣＰＵ１１０は、記録再生部１９１に、記録
媒体１９２から静止画データや動画データのファイルリストや各ファイルのサムネイルデ
ータを読み出させ、ＲＡＭ１１２に一時的に記憶する。そして、ＣＰＵ１１０は、ＲＯＭ
１１１に記憶されたプログラムに基づいて、ＲＡＭ１１２に一時記憶されたファイルリス
トに基づく文字画像や各ファイルのサムネイルデータに基づく画像を生成し、画像処理部
１４０に送信する。そして、ＣＰＵ１１０は、通常の投影処理（Ｓ２３０）と同様に、画
像処理部１４０、液晶制御部１５０、投影制御部１６０を制御する。
【００３６】
　次に、投影画面上において、記録媒体１９２に記録された静止画データや動画データに
それぞれ対応する文字や画像を選択する指示が指示部１１１を通して入力される。そうす
ると、ＣＰＵ１１０は、選択された静止画データや動画データを記録媒体１９２から読み
出すように記録再生部１９１を制御する。そして、ＣＰＵ１１０は、読み出された静止画
データや動画データをＲＡＭ１１２に一時的に記憶し、ＲＯＭ１１１記憶されたプログラ
ムに基づいて、静止画データや動画データの画像や映像を再生する。
【００３７】
　そして、ＣＰＵ１１０は、例えば再生した動画データの映像を順次、画像処理部１４０
に送信し、通常の投影処理（Ｓ２３０）と同様に、画像処理部１４０、液晶制御部１５０
、投影制御部１６０を制御する。また、静止画データを再生した場合には、再生した画像
を画像処理部１４０に送信し、通常の投影処理（Ｓ２３０）と同様に、画像処理部１４０
、液晶制御部１５０、投影制御部１６０を制御する。
【００３８】
　また、「ファイル受信表示モード」では、ＣＰＵ１１０は、通信部１９３から受信した
静止画データや動画データをＲＡＭ１１２に一時的に記憶し、ＲＯＭ１１１記憶されたプ
ログラムに基づいて、静止画データや動画データの画像や映像を再生する。そして、ＣＰ
Ｕ１１０は、例えば再生した動画データの映像を順次、画像処理部１４０に送信し、通常
の投影処理（Ｓ２３０）と同様に、画像処理部１４０、液晶制御部１５０、投影制御部１
６０を制御する。また、静止画データを再生した場合には、再生した画像を画像処理部１
４０に送信し、通常の投影処理（Ｓ２３０）と同様に、画像処理部１４０、液晶制御部１
５０、投影制御部１６０を制御する。
【００３９】
　＜画像処理部及び液晶制御部の内部構成＞
　次にディスクリネーション補正処理について詳しく説明する。図３は画像処理部１４０
及び液晶制御部１５０の内部構成を示した図である。
（画像処理部の構成）
　画像処理部１４０は、メモリ制御部１４１、画像メモリ１４２、位相差時間算出部１４
３、補正量算出部１４４、補正実行部１４５、出力同期信号生成部１４６を有する。メモ
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リ制御部１４１、位相差時間算出部１４３、補正量算出部１４４、補正実行部１４５、出
力同期信号生成部１４６はレジスタバス１９９を介してＣＰＵ１１０と接続されている。
また、メモリ制御部１４２、出力同期信号生成部１４６には、画像入力部１３０からの入
力垂直同期信号および入力水平同期信号（以下、ＩＶＤ、ＩＨＤと記す）を含んだタイミ
ング信号が入力されている。更には、メモリ制御部１４１、位相差時間算出部１４３、補
正量算出部１４４、補正実行部１４５、液晶制御部１５０のパネルタイミングコントロー
ラ１５３には、出力同期信号生成部１４６からの出力水平垂直同期信号および出力水平同
期信号（以下、ＯＶＤ、ＯＨＤと記す）を含んだタイミング信号が入力されている。
【００４０】
　メモリ制御部１４１は、ＩＰ変換やフレームレート変換などの時間軸上の変換処理や、
投影画像の形状補正のために使用される画像メモリ１４２のメモリアドレスの発行および
画像の書き込み・読み出し制御を行う。ここでは、同じ画像を画像メモリ１４２から２度
読み出すことによりフレームレートを倍速化する処理も行う。いずれのケースにおいても
、画像メモリ１４２に対して、ＩＶＤおよびＩＨＤに同期して画像の書き込み制御を行い
、ＯＶＤおよびＯＨＤに同期して画像の読み出し制御を行う。
【００４１】
　位相差時間算出部１４３は、メモリ制御部１４１から入力された映像データに基づいて
、１フレーム内において隣接する２画素の階調データとＰＷＭ（パルス幅変調）パターン
から位相差時間を算出し、補正量算出部１４４へ位相差時間データを出力する。補正量算
出部１４４は、位相差時間算出部１４３から入力された位相差時間データをもとに、補正
量を算出し、補正実行部１４５へ補正量データを出力する。例えば画素の階調に応じて予
めＰＷＭパターンを決めておけば、互いに隣接する２画素の階調データから、対応するそ
れぞれのＰＷＭパターンを特定できる。ディスクリネーションの発生は液晶の配向に依存
するが、配向は用いる液晶素子に応じて特定できるので、ＰＷＭパターンからディスクリ
ネーションに影響する隣接画素間の位相差時間を特定できる。更に、たとえば着目画素と
その隣接画素それぞれのＰＷＭパターンから位相差時間を、着目画素とその隣接画素それ
ぞれの階調値の順列に対応付けてあらかじめ特定してテーブル化しておくことで、階調デ
ータから直ちに位相差時間を特定することもできる。また、補正量は位相差時間に対応し
て決定されるため、たとえば着目画素とその隣接画素それぞれの階調値の順列に対応付け
て補正量を登録したテーブルを作成しておることで、着目画素及び隣接画素の階調データ
から補正値を決定できる。この場合には、位相差時間算出部１４３はなくともよい。これ
はいずれも特定の液晶素子を用いることが前提である。液晶素子が特定できない場合には
、ディスクリミネーションを生じするＰＷＭパターンを含む配向方向情報をさらに参照し
て、隣接する画素の階調データからディスクリミネーションの強度または着目画素の補正
値を推定することができる。
【００４２】
　補正実行部１４５は、補正量算出部１４４から入力された補正量データに基づき、補正
対象画素に補正を実行して補正後の補正対象画素データを出力する。なお、水平方向と垂
直方向それぞれの隣接画素との間にディスクリネーションが発生するような場合に対して
、各方向について算出された補正量を合成して補正してもよい。合成して補正する場合に
は、所定の演算式により複数の補正量を合成した値を使用して補正を行ってもよい。もし
くは、複数の補正量を比較しいずれかの補正量を選んで補正を行ってもよい。
【００４３】
　出力同期信号生成部１４６は、出力同期信号（ＯＶＤ・ＯＨＤ）を生成するブロックで
ある。出力同期信号生成部１４６は、自身に入力されている不図示のドットクロックのベ
ースとなる基準クロックをカウントしてＯＶＤ・ＯＨＤを生成する。このＯＶＤ・ＯＨＤ
は、メモリ制御部１４１による画像メモリ１４２の読み出しから位相差時間算出部１４３
、補正量算出部１４４、補正実行部１４５、更には液晶制御部１５０によって駆動される
液晶素子１５１の更新タイミングを同期化するための基準信号として扱われる。
【００４４】
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　（液晶制御部の構成）
　液晶制御部１５０は、ＰＷＭ変換部１５２とパネルタイミングコントローラ１５３で構
成される。ＰＷＭ変換部１５２は、画像処理部１４０で処理されたデジタルの画像信号を
、画像信号の階調データに応じて、液晶素子１５１Ｒ、１５１Ｇ、１５１Ｂの各画素に印
加する電圧のＯＮ時間を制御する。階調データに応じたＯＮ・ＯＦＦの順序と時間を含む
情報をＰＷＭパターンと呼ぶ。例えば、図５（ａ）の場合ＰＷＭパターンは「ＯＮを１／
５フレーム時間保持、次にＯＮを１／５フレーム時間保持、次にＯＦＦを１／５フレーム
時間保持、次にＯＦＦを１／５フレーム時間保持、最後にＯＮを１／５フレーム時間保持
する」といった情報を含む。ＰＷＭ変換部１５２は、ＰＷＭ変換部１５２に内蔵のレジス
タにあらかじめ格納されているＰＷＭパターンを、液晶素子制御時に使用してもよいし、
画像に応じて動的に生成して使用してもよい。ここで決定されるＰＷＭパターンは、位相
差時間算出部１４３で用いられるＰＷＭパターン（あるいは位相差時間や補正値のテーブ
ルを作成するために用いたＰＷＭパターン）と同じものである。パネルタイミングコント
ローラ１５３は、画像処理部１４０から受信した出力同期信号に同期して、液晶素子１５
１Ｒ、１５１Ｇ、１５１Ｂを駆動するために必要な制御信号や走査電圧信号を生成する。
【００４５】
　＜補正量算出手順の説明＞
　次に、本実施例における液晶プロジェクタ１００において、ディスクリネーション補正
を行うための、補正量算出手順について図４を参照して説明する。図４はＣＰＵ１１０及
び画像処理部１４０によって実行される手順である。ＣＰＵ１１０および画像処理部１４
０によりそれぞれ実行されるステップは、ディスクリネーション補正の補正値を決定する
ためのＣＰＵ１１０および画像処理部１４０それぞれのプログラムの手順を示すものとい
うこともできる。また画像処理部１４０がＣＰＵ１１０により実現される場合には、図４
全体がＣＰＵ１１０により実行されるプログラムの手順を示す。その場合にはＣＰＵ１１
０から画像処理部１４０の構成要素への情報の通知は行わなくともよく、ＣＰＵ１１０内
で処理が行われる。図４の手順は、図２の投影処理Ｓ２３０の一部として実行される。
ステップＳ４０１において、ＣＰＵ１１０は配向方向情報を取得し、位相差時間算出部１
４３へ通知する。配向方向情報は、ＲＯＭ１１１から取得してもよいし、液晶素子１５１
から取得してもよい。また、配向方向情報には、隣接画素間のＯＮ・ＯＦＦ状態がどのパ
ターンのときにディスクリネーションが発生するのか、ＣＰＵ１１０または位相差時間算
出部１４３が判断できるような情報を含む。
ステップＳ４０２において、ＣＰＵ１１０は着目画素を決定し、位相差時間算出部１４３
に通知する。
ステップＳ４０３において、位相差時間算出部１４３はステップＳ４０２で通知された着
目画素の階調値に対応するＰＷＭパターンを取得する。ＰＷＭパターンはＲＯＭ１１１か
ら取得してもよいし、ＰＷＭ変換部１５２から取得してもよい。また、位相差時間算出部
１４３に内蔵のレジスタにあらかじめＰＷＭパターンを格納しておき、それを参照しても
よい。
ステップＳ４０４において、ＣＰＵ１１０は着目画素に対する隣接画素を決定し、位相差
時間算出部１４３へ通知する。本例においては、隣接画素は、ディスクリネーションが発
生するすべての隣接画素であり、例えば着目画素の上及び左の２画素である。
ステップＳ４０５において、位相差時間算出部１４３はステップＳ４０４で通知された隣
接画素の階調値に対応するＰＷＭパターンを取得する。ＰＷＭパターンはＲＯＭ１１１か
ら取得してもよいし、ＰＷＭパターンはＰＷＭ変換部１５２から取得してもよい。また、
位相差時間算出部１４３に内蔵のレジスタにあらかじめＰＷＭパターンを格納しておき、
それを参照してもよい。
ステップＳ４０６において、位相差時間算出部１４３はステップＳ４０１で取得した配向
方向情報、ステップＳ４０３で取得した着目画素のＰＷＭパターンとステップＳ４０４で
取得した隣接画素のＰＷＭパターンからディスクリネーションに影響する位相差時間を算
出する。
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【００４６】
　デジタル駆動の液晶素子において、ディスクリネーションが発生するか否かは液晶の初
期配向の方向と横電界の方向によって決まる。さらに、横電界の方向は、隣接する画素の
ＯＮとＯＦＦの位置関係で決まる。したがって、配向方向情報から例えば図７のような、
ディスクリネーションが発生するＯＮ・ＯＦＦのパターンが分かる。図８（ａ）のように
画素Ａが上画素、画素Ｂが下画素という位置関係で隣接している場合を例にとって説明す
る。位相差時間算出部１４３は、ディスクリネーションが発生するパターンである画素Ｂ
がＯＮで画素ＡがＯＦＦである時間を１フレーム期間中で合計し、位相差時間として算出
する。同様に、図８（ｂ）のように画素Ｃが上画素、画素Ｄが下画素という位置関係で隣
接している場合、位相差時間算出部１４３は、画素ＤがＯＮで画素ＣがＯＦＦである時間
を１フレーム期間中で合計し、位相差時間として算出する。このように配向方向情報を考
慮して位相差時間を算出することで、ディスクリネーション強度をより精度よく見積もる
ことができる。したがって例えば図８（ａ）の画素Ｂと図８（ｂ）の画素Ｄを同一の着目
画素とすれば、着目画素がオン、かつ上の画素Ａと左の画素Ｃとがオフとなる位相差時間
がそれぞれ算出される。なお液晶素子の構成によってディスクリネーションが発生する画
素のオン・オフのパターンは特定されるので、配向方向情報を動的なパラメータとせずに
、ＰＷＭパターンからディスクリネーションに影響する位相差時間を決定することもでき
る。
【００４７】
　ステップＳ４０７において、補正量算出部１４４は、ステップＳ４０６で算出した位相
差時間に応じた補正量を算出し補正実行部１４５へ出力する。補正量は、位相差時間に所
定の演算式を適用することにより算出してもよい。また、あらかじめ補正量算出部１４４
に内蔵のレジスタに、位相差時間に対応する補正量を記憶しておき、それを参照して決定
してもよい。また本実施例では、２画素間の位相差時間により補正量を決定したが、その
他の複数の隣接画素との位相差時間を考慮して補正量を決定してもよい。また前述したよ
うに、配向方法情報を動的なパラメータとして採用しないのであれば、２画素の階調デー
タの関数として補正量を決定することもできる。
【００４８】
　以上説明した通り、ＰＷＭパターンと液晶素子の液晶の配向方向情報を考慮し、ディス
クリネーションに影響する位相差時間を算出することで、ディスクリネーション強度をよ
り精度よく見積もることができる。補正は、各フレームの画素について例えばラスタ順に
着目し、着目画素に対して上述の手順で順次実行される。
【００４９】
　このようにして決定された補正量（あるいは補正値とも呼ぶ。）を着目画素に反映する
（たとえば加算する）ことで、ＰＷＭパターンに応じてディスクリネーションを弱める補
正が可能となる。
【００５０】
　補正量の決め方は、たとえば、単に位相差時間に応じて着目画素の階調値を大きくする
ように決めてもよい。補正量は例えば予め実験的に決めておくことができる。あるいは、
たとえばＰＷＭのオン時間が１段階長くなるように補正値を決定してもよい。ただし、補
正により画素値を大きくすることでＰＷＭパターンが変わり、位相差時間が変わる場合も
あり得る。図８（ａ），（ｂ）に示したパターンでは、それぞれの下側の画素が着目画素
とすると、着目画素の輝度を上げてもディスクリネーションに影響する位相差時間は変わ
らない。この場合には、補正量を着目画素の階調値に加算することで、着目画素のオン時
間を長くして着目画素の輝度を上げ、ディスクリネーションを目立たなくすることができ
る。これに対して図９（ａ）の場合、下の画素を着目画素とすると、着目画素のオン時間
を長くすると位相差時間が延び、ディスクリネーションの程度を悪化させることになりか
ねない。したがってこのように、着目画素を補正することで位相差時間が長くなる場合に
は、補正量を０としてもよい。着目画素を補正することで位相差時間が長くなることは、
着目画素と隣接画素それぞれの階調値またはＰＷＭパターンから判定できるので、補正量
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を表化して保持する場合にも、該当する値を０として登録しておくことができる。
【００５１】
　また後述する図１０に示すように、ディスクリネーションの程度は１フレーム内の位相
差時間のみによらず、連続する位相差時間に影響される。そこで、補正値を画素の階調値
に加算することによりＰＷＭパターンを制御する方法もある。例えば本例のように１フレ
ームを５つに分割した場合、１画素の輝度は全オンから全オフの６段階となるが、オンと
オフのパターンは複数あり得る。全オンと全オフのＰＷＭパターンはそれぞれ１通りであ
る。１オン・５オフおよび５オン・１オフのＰＷＭパターンは、それぞれ５通りである。
２オン・３オフおよび３オン・２オフのＰＷＭパターンは、それぞれ１０通りである。説
明の簡単化のために、階調値とＰＷＭパターンのオン期間とは線形な関係であるものとす
る。たとえば、階調値が０～２５５の２５６段階であり、ＰＷＭパターンのオン期間の数
を、階調値に均等に割り付ける。２５６／６≒４３であるから、たとえば階調値を０～４
１、４２～８４、８５～１２７、１２８～１７０、１７１～２１３、２１４～２５５に区
分してそれぞれをオン期間が０，１，２，３，４，５のＰＷＭパターンに対応付ける。こ
こで、複数のパターンがある場合、たとえばオン期間が２であれば、１フレームのＰＷＭ
パターンは１０通りある。そこで、オン期間が２のＰＷＭパターンに対応する階調値８５
～１２７を更に細分して１０通りのパターンそれぞれに階調値を対応付けておく。これは
複数のＰＷＭパターンがあり得る他の場合についても同様で、それぞれのＰＷＭパターン
と階調値とを対応づける。補正量は、着目画素を、そのオン期間を変えずに、位相差時間
を短縮するようなＰＷＭパターンに対応した階調値とするような値に決定される。例えば
補正前の着目画素のＰＷＭパターンが図９（ａ）の下部に示したものであるとする。補正
により着目画素を図１０下部に示したＰＷＭパターンに対応した階調値とすることで、デ
ィスクリネーションのヒステリシスが変わり、その程度を軽減することができる。そのよ
うなパターンを選択するかは、隣接画素のＰＷＭパターンとの兼ね合いである。そこで、
ディスクリネーションに影響する隣接画素の階調値に対応したＰＷＭパターンに対して、
補正前の着目画素の階調値に対応したＯＮ期間のＰＷＭパターンのうちから、最も位相差
時間が短くなるＰＷＭパターンを選択する。そして現在の着目画素の階調値を、選択した
ＰＷＭパターンに対応する階調値へと変更するよう補正量を決定する。本例の液晶の配向
方向のように、着目画素の上及び左の隣接画素がディスクリネーションに影響する画素と
なるような場合には、ラスタ順で補正処理を行うと着目画素の上及び左の隣接画素は既に
補正済みの画素となるから、着目画素のみについて考慮すればよい。
【００５２】
　なお上記実施形態において、隣接画素とは、液晶パネル上における隣接画素（あるいは
隣接サブ画素）である。たとえばＲＧＢの順に１ラインに画素が配置され、ラインごとに
１画素ずつ右にずれるカラー液晶パネルの場合、着目画素をＢ画素とすると、その直上の
隣接画素はＲ画素であり、その左側の隣接画素はＧ画素である。それらの画素の値が隣接
画素として着目画素の補正値が求められる。
【００５３】
　以上の構成及び制御により、本実施形態に係る液晶表示装置およびその制御方法によれ
ば、デジタル駆動の液晶素子におけるディスクリネーションの強度をより精度よく推定す
ることができる。さらに、その推定に基づいて、ディスクリネーションを適切に補正する
ことができる。そしてディスクリネーションを軽減すべく補正した画像を液晶パネルを用
いて表示することで、ディスクリネーションによる画質の劣化を軽減することができる。
【００５４】
　［他の実施形態］
　なお、ここまで位相差時間算出部１４３がディスクリネーションに影響する位相差時間
として、ディスクリネーションに影響する位相差が生じている時間の合計（すなわち合計
時間）を算出する例について説明したが、この例に限定されるものではない。液晶素子の
応答特性のディスクリネーションに与える影響が大きいときには、位相差時間算出部１４
３は、位相差時間の合計以外にも液晶素子の応答特性を考慮した位相差時間を算出しても
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時間であるとき、図９と図１０に示すようなＰＷＭパターンの組み合わせであり、その組
み合わせに応じたディスクリネーション強度の応答であったとする。図９は１フレーム中
で３／５の位相差時間が１回発生する場合の応答の例を示している。図１０は１／５の位
相差時間が３回発生する場合の応答の例を示している。図のように液晶応答特性により、
３／５の位相差時間が１回発生する場合の方が、ディスクリネーション強度が強くなる。
したがって、位相差時間算出部１４３が算出する位相差時間も大きくなるよう、位相差時
間の持続時間（あるいは連続時間）などを考慮し、持続時間を含めて位相差時間を算出し
てもよい。この場合には持続時間とその回数とが位相差時間として特定される。ほかにも
例えば、ディスクリネーションに影響する位相差発生時と位相差消失時に液晶応答をそれ
ぞれ考慮して位相差時間を算出してもよい。
【００５５】
　この場合には、単に位相差時間の（または位相差時間と配向方向情報との）関数として
ディスクリネーションの強度が決定されず、位相差の生じるパターンの関数としてディス
クリネーションの強度は決定される。そのため、この場合には位相差時間ではなく位相差
パターン（すなわち１フレーム時間内に位相差時間が発生するパターン）に対応付けて補
正量を例えばテーブルに登録しておき、互いに隣接する画素のＰＷＭパターンから決定さ
れる位相差パターンに該当する補正量をそのテーブルから検索する。そして補正値の決定
及び補正については、上述した実施形態で説明したようにＰＷＭパターンを変更する方法
で実行してもよい。
【００５６】
　以上、本発明の好ましい実施形態について説明したが、本発明はこれらの実施形態に限
定されず、その要旨の範囲内で種々の変形及び変更が可能である。なお本実施形態では、
色成分ごとに独立した液晶素子を用いる投影光学系で装置を説明した、このような光学系
では、着目画素に隣接する画素とは、同じ色成分について着目している。たとえば着目画
素がＧ成分であれは、隣接画素もＧ成分である。これに対して、ひとつの液晶素子に買う
色成分のサブ画素を周期的に配置した液晶素子の場合には、隣接する画素は、異なる色成
分となることがあり得る。これは、ディスクリネーションに影響する隣接画素は、液晶素
子（液晶パネル）における着目画素の隣接画素だからである、例えば１ライン上にＲＧＢ
の各サブ画素をこの順序で配置し、１ラインごとに右方向に１画素ずつずらした構成の液
晶素子を考える。たとえば１組のＲＧＢを１画素とし、上と左の隣接画素がディスクリネ
ーションに影響するとする。この場合Ｂサブ画素を着目画素とすれば、上の隣接画素は１
ライン上のＲサブ画素であり、左の隣接画素は同じ画素のＧサブ画素である。このように
液晶素子の構成によっても隣接する画素の特定の仕方は異なるが、位相差時間が隣接画素
とのＰＷＭパターンの関係に基づいて決まることは上記実施形態と同様である。
【００５７】
　また本発明は、上述の実施形態の１以上の機能を実現するプログラムを、ネットワーク
又は記憶媒体を介してシステム又は装置に供給し、そのシステム又は装置のコンピュータ
における１つ以上のプロセッサーがプログラムを読出し実行する処理でも実現可能である
。また、１以上の機能を実現する回路（例えば、ＡＳＩＣ）によっても実現可能である。
【符号の説明】
【００５８】
１００　液晶プロジェクタ、１１０　ＣＰＵ、１１１　ＲＯＭ、１４０　画像処理部、１
４１　メモリ制御部、１４２　画像メモリ、１４３　位相差時間算出部、１４４　補正量
算出部、１４５　補正実行部、１５０　液晶制御部、１５１　液晶素子、１５２　ＰＷＭ
変換部、１５３　パネルタイミングコントローラ、１６１　光源、１７１　投影光学系
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